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Q.首都圏初の地域ネットー設立目的は?

埼玉グリーン購入ネットワーク（埼玉GPNと略）は県
内の購入のグリーン化促進と循環型社会の構築を目指し
て、2006 年 8月から設立に賛同する関係者が集まって
準備を進めてきました。おかげさまで2007年 7月に、
首都圏初のグリーン購入の地域ネットとして設立され、
現在では行政、団体、企業などの100 団体がネットワー
クを組んでいます。 

Q.日々の購入で地球温暖化防止に?

いま、 地球温暖化が急速に進み、私たちの未来社会
に赤信号がともっています。皆さんもしばしば気候のこと
を話題にしていませんか。グリーン購入では、モノの買
い方を変えることによって、温暖化や資源の枯渇などの
地球環境問題を解決していこうというものです。現在、

多くの企業や団体が地球環境に配慮した活動をし、モノ
やサービスを提供しています。このような企業の商品を
利用することによって企業活動を支援し、さらによりよ
い商品を供給していくサイクルをつくることが、環境問
題を解決していくことにつながるのではないでしょうか。

日々の購入が地球環境の改善につながって行くと考え
るだけで、なんだかワクワクしますね。 

Q. かっこいいモノの買い方って?

まず、モノを買わないことですね。衝動買いはやめる
べきでしょう。しかし、 生活していく上でモノは必要です
ね。そこで購入する前に、本当に必要かどうか、 今ある
もので間に合わないか、レンタルできないかなどを検討
してはいかがでしょうか。 そして購入が必要なときは量
を必要な分のみにしましょう。 

購入を決めたら、 そのモノの資源採取や省エネ･省資
源、再使用やリサイクルの可能性、そして廃棄が適正に
できるか（ライフサイクルという）などを確認しましょう。
使い捨てになるようなものは買わないように心がけたい
ですね。 

また、商品を提供している企業などが環境への負荷
低減する取り組みを行っているかどうかを確認すること
も大事なポイントです。

Q. 地域の特徴を生かしたグリーン購入は?

埼玉県は首都圏に隣接していることもあり、なかなか
地域特性が見えないようなところがありますが、700万
人の県民が住み、様々な業種のメーカーが立地し、また
豊かな水と農林業が盛んな地域です。埼玉のグリーン
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江田会長に聞く

埼玉GPNが目指すもの

かっこいいモノの買い方で
埼玉を変えよう。

自然と都市が近接した埼玉は、
持続可能な社会に近い、
だからこそ・・・・いま。

埼玉グリーン購入ネットワーク会長　江田元之
㈶さいたま市産業創造財団理事長

トイレには経営者の、従業員やお客様に対する経営姿勢が現われてい
る。トイレは人と地球の接点であり、水の循環を考慮した環境面での
取り組みも課題と語る。中小企業診断士
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購入を促進することによって、地域の環境に配慮した製
品にスポットライトを当てていきたいと思っています。

特に豊富な地場農産物を地域で消費していくことに
よって、日本の食の課題になっているフードマイレージ *
の低減に結びつき温暖化防止効果にもなります。グリー
ン購入で地球を冷やすということにもつながります。さら
に地域経済の活性化、子供たちへの環境教育などへの
波及効果があり、自然と都市が近接した埼玉県は、 持
続可能な社会にもっとも近い地域といえるのではないで
しょうか。

Q. 環境経営の向上はどのように?

最近、 消費者が商品を購入する場合、単に価格だけで
なく安心･安全という環境に配慮しているかという視点
で選ぶ要素が大きくなってきています。

当然ながら、企業も環境を配慮する活動へ向かざる
を得なくなっています。環境マネジメントシステムの導入
など、積極的に導入している企業も多くなりました。

さらにグリーン購入のシステムを導入することによって、
企業の環境経営の意識向上にも繋がり、また行動にもつ
ながっていきます。グリーン購入を切り口とした、企業
の環境経営の向上を全国組織のGPNとともに県内企業・
団体を一緒にサポートして行きたいと思います。

Q.今後、 
目指すところは?

これからは、 より地域・
個人の行動が大切な時代
になってきます。環境の
キーワードで「シンクグ
ローバリー、アクトローカ
リー」という言葉があります。世界規模で考え地域から
行動をしようという意味ですが、世界の中の日本、そし
て埼玉県としての視点、地域･個人としても行動してい
くことを促したいと思っています。

埼玉県ならではの活発な活動を情報発信し、「環境立
県埼玉」と全国から注目されるようなネットワークにして
いきたいと思っております。■

-------------------------------------------------
* フードマイレージ（food mileage）
「食料の （food） 輸送距離 （mileage） 」という意味。重量×距

離（たとえばトン・キロメートル）であらわす。食品の生産地と消

費地が近ければフードマイレージは小さくなり、遠くから食料を

運んでくると大きくなる。埼玉県は消費地と農業地域が近接して

いるので、フードマイレージが非常に小さくなる可能性がある。 

県民ムーブメントで
温暖化対策を

埼玉県環境部長　池田達雄

昨年７月に埼玉グリーン購入ネットワークが設立され、
このたび、ニュースレターが創刊される運びとなられたこ
とを、心からお喜び申し上げます。

さて、昨年は、地球温暖化への関心が世界的に高まっ
た年でした。今年の７月に開催される北海道洞爺湖サミッ
トでは、地球温暖化対策が主要な議題に取り上げられ
ます。このような世界的な課題である温暖化対策も、私
たち一人ひとりの日々の取り組みが大変重要です。

足下からの取組として、県では、エコライフＤＡＹやラ
イフスタイルキャンペーンなどの県民ムーブメントを更に
拡大していきたいと考えています。このムーブメントの拡
大にあたって、排出されるCO2の「見える化」が今後の
キーポイントになると私は考えています。

排出されるCO2の
「見える化」を

例えば、現在、多くの
商品には原材料や原産地
などの表示が義務づけら
れており、消費者はそれ
を参考に商品を購入して
います。これと同じように、

商品が店頭に並ぶまでに、「どの程度のＣＯ２が排出さ
れたのか」が分かれば、消費者は排出量がより少ない
商品を選択できるようになります。

グリーン購入は、商品がどの程度環境に配慮している
かを明らかにすることで、企業が環境負荷の少ない製品
を自発的に開発するよう促していく大変優れた仕組みで
す。日常の消費行動を通じて、環境によいことを行うア
プローチという点では、ＣＯ２の「見える化」の先駆的
な取り組みであると言えます。

環境にやさしい消費行動が、本県にあまねく拡がって
いき、温暖化対策について目に見える成果が得られるよ
う私も精一杯努めてまいります。県民ムーブメントの拡
大にあたって、今後とも、皆様のご理解・ご協力を賜り
ますようよろしくお願いいたします。■

Ť῾Ṉ HQO ǿᶉ ǭȟ
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今年 6月、わが国で北海道洞爺湖サミットが開催され、
地球温暖化への取組が最も重要なテーマになる予定で
す。さて、私たちが取り組んでいるグリーン購入は、温
暖化防止の切り札になるのでしょうか？　答えは「Yes!」
です。省エネ型の家電製品や照明、オフィス機器、低
燃費の自動車などを選ぶことで大幅な二酸化炭素（CO2）
の削減になります。こうした製品は最新の環境技術を駆
使しているので価格は多少高いかもしれませんが、使用
時の電気代やガソリン代まで含めたライフサイクル・コ
スト（LCC）で考えれば、トータルで「お得」になるケー
スが大半です。地球環境にやさしく、家庭や企業のお財
布にもやさしい、まさに一石二鳥の取組なのです。省エ
ネ製品を選ぶ際には、GPNが運営する環境情報サイト『エ
コ商品ねっと』（http://www.gpn-eco.net/）をぜひご活
用下さい。

日々の買い物でも地球温
暖化防止に貢献することが
できます。GPNでは去る10
月に「500万人グリーン購入
一斉行動キャンペーン」を
実施しました。期間中に
213万人もの方々がマイバッ
クの持参などでレジ袋を断
る行動を実践され、レジ袋1,683万枚、CO2に換算し
て783トンを削減することができました。

一人ひとりの行動はささやかでも、「みんなで行動する」
ことで大きな成果につながります。グリーン購入は、誰
でもできる地球温暖化防止の大切な第一歩なのです。

（GPN 専務理事・事務局長　佐藤博之）

100 円ショップ、食品、文房具、雑貨、これらが100
円玉1個と5円玉1個で買え、しかも商品の豊富さ、こ
れが多くの人から支持されるのでしょう。安価だから事
前に買いだめしておく必要がありません。必要な時に必
要なだけ買えばよいのです。しかし、安価故に目的を持
たないで店に入ると余計な物まで買ってしまいます。

商品が環境に優しいかどうか。残念ながらECOマー
クのついた商品をみつけるのは難しいです。使い捨てを
前提に商品開発が行われているからでしょうか。

100 円ショップは私たち
にとって非常に便利なお店
です。しかし、買う時、買
う物は選んでいく必要があ
ります。必要な時に必要な
物を買う。長く使えるものを
買う。このような心掛けが
買う方として必要だと思いま
す。買い手が変われば売り手も変わる。環境に優しい
100 円ショップもいずれ現れると思います。

（埼玉GPN男沢望）

年初早々、1月10日の新聞報道に「さいたま市中央
区の鴻沼川で魚が大量死」とあった。プールの洗浄水
をそのまま排水し残留塩素が流出した為で、農業用水に
は入らず人体に影響ないというコメント。見過ごしてしま
うほどの小さな記事である。本当に人体に影響がないの
だろうか?

集団離島した三宅島の自
然が急速に回復していて、
これまで生活排水などで死
にかけていたテーブル珊瑚
が元気に蘇っているという。

日本人は「水に流す」こ
とで、全てきれいになると
思いがちだが、生活排水は、川から海へと流れて珊瑚
を枯らしたり、魚が死んだり、死ななくとも、また人間
の食卓に戻って来ていることを考えるとゾッとする。きれ
い好きな日本人は洗剤やシャンプー、リンスを多用して
いるが、その成分を承知して使っている人がどれ程いる
のだろうか。有害化学物質が堂 と々表示され使われてい
る。現代日本の死因のトップが癌であることと、本当に
無縁なのだろうか。

商品購入の時に、成分チェックをする用心深さが、環
境汚染防止だけでなく、自分の健康、命を守るというこ
とを、ひとりひとりが改めて認識したいものだ。成分表
を点検して購入する、それもグリーン購入の具体的行動
ではないだろうか。

（埼玉GPN村重嘉文）

Ť HQO Ǽ ḃᵑḩ

地球温暖化と
　グリーン購入の役割

100 円ショップとグリーン購入

化学物質と環境汚染
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照明器具を工夫し大幅省エネ -大宮武道館
毎日興業㈱

さいたま市大宮武道館は、平成18年度より民間の指定管理者、
毎日興業㈱とNPO 法人さいたまスポーツクラブとの共同事業体
により運営されています。以来 ｢ストップ温暖化｣ の号令のもと、
民間ノウハウでエネルギー消費の継続的改善に努めております。

グリーン購入の名の下に、高価な市販品や、省エネをうたう既
成品を安易に購入していたのでは劇的な効果は期待できません。
今日の新製品は、明後日には陳腐化します。

大宮武道館では、既存の旧式照明器具に手を加え、高効率化
により最大 65％もの電気エネルギーの削減を圧倒的な低コスト
にて達成しました。真のグリーン購入とは、新製品を導入するば
かりでなく、既存の旧式施設を再生させる「技術サービス」でも
あると考えています。

Ť῾Ṉ HQO ֪ѻȂ╨Ȟ ȓ

「楽しさと自然環境の共生を目指す」
マルキユー㈱

レジャーフィシングにおける、釣り人と自然環境とのかかわり
は直接的です。マルキユーの取り組みは、環境への負荷を小さく
する活動を広げることを推進しています。

ゲームフィシングでは、生分解性プラスチックを使用し実用化
につなげています。餌釣りにおいては、分解菌やミネラルを応用
して分解促進等、魚の棲んでいる環境に対してやさしい釣り餌の
開発を進めています。

魚の棲む自然環境はデリケートですので、当社釣り餌愛好会と
一体になって、釣り場クリーン作戦を推進しています。生産工場
としての活動では、5 年で10%の二酸化炭素排出量削減を埼玉
県に対して宣言しています。
環境にやさしいマルキユーのエサづくり―「分解菌・ミネラル」の働き
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県産 LED 照明は温暖化防止の切り札か
長寿命で省エネ̶白熱球や蛍光灯に続く照明として

期待されているのが、LED（発光ダイオード）照明。地
球温暖化防止の目標値を定めた「京都議定書」では、
2012年までに、「高効率照明器具」（LED）の普及によ
り、家庭・業務用途をあわせて約340万トンの温室効
果ガス削減を求めている。

これまでLED照明は、明るさや価格かつ特殊なソケットなどがネック
になっていたが、埼玉GPN会員の㈱大和ライト工業と㈱エプセルが、さ
らに進化したLED照明機器を開発販売している。

LED照明は、消費電力が少ない、熱を持たない、虫を寄せ付けにくい、
寿命が長くメンテナンス費用が軽減などのメリットが。（写真はイメージ）
■詳しくはHPを。
→㈱大和ライト工業　　http://daiwalight.open365.jp/
→㈱エプセル　　http://www.epsel.co.jp/
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■入会案内

■発行 : 埼玉グリーン購入ネットワーク

TEL. FAX.
E-mail
Home Page


